金井の文化財 by 新潟県金井町教育委員会
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金井町文化財調査審議委員会
第1次指定文化財所在地
◎聖観音立像
1　黒木御所（史跡）
2　明治記念堂（史跡、建造物）
3　方便法身像（絵画、書跡）
4　佐渡国絵図（書跡）
5　藍原白鴎寄進状（古文書）
　　天正検知帳（古文書）
6　三本こぶし（天然記念物）
7　ブナ純林　（　　〃　　）
8　大般若波羅密多経（典籍）
9　日興」二人自筆　　　（書籍）
第2次指定文化財所在地
10聖徳太子、来迎阿弥陀、来迎阿弥陀三尊（絵画）
11郷倉（建造物）
12考古資料（埋蔵文化財）
13　屋敷絵図（絵画）
14新田開発資料（古文書）
15印信（古文書）
16　不動明王光背（彫刻）
金井町文化財位置図
灘！轡総ぐこ誉．
漣ざγ』．‘．・∫＼：・．○．、・．㌫ミ
躾簸．
叢．．・O只涛㌻ぷ。。・，i逼』　ぱぐ・難1・・1・露に
・巳●畷1羅
雛7三・・〃　阪や
　　二’㌃－・・r一で
灘三だ響糧璽嚇讐ぎi嚢購籠
1獅黙ぷ§ピぶ嬉1ミバ
蕊○・∴⊆拶恒1莞ノ
て．、・㌍ぷ己s㌃べ当1・1’〃
］，1
蕊惜‖；、・－s鋤
㌧梨．lf織．嚥姦鴨
」、＼一、鴛三ミ寄娠　縦一
三線ぷ㌻藩戦ぷポ！．三、wぷr．・□
｛‘ E．
彰ー
ド　　よしc3
’・～さ
　　　　　
セ　．
、・1　∀
∨＼Gさ．
λ、：』 潤Eは
獄’こ
レ
　　　　　い
十
1「
‖
．l／
　」碍
’をタ
ペ『≒・“．
　㎡ぺ1な心　
．
E
蒙灘レ
　’淫志稔ふzζ一
，． ﾗ三㌣で」
　．　烹．「wぐ
：ひ’．，
、∨＼　 、1’レ噛剃凋』
今　需¶
δ
．
灘樵耀謬麟欝縛ll
き
く，
ふ．、．．蕊λ、声壁誌’
’饗藩一藏零・蕊叢蕗
ノ・きぶて一江；1A・．ζ・…♪う日㌦
D．巡文バ謬・ ぶv諾Σ ・－T，へ．、　．｝≒　．ユー、　＼、㍉、ち1遼
〆、一戸．・！ d〉：”
．糞魏u；1慰懸・繰㌘纏．ぶ・’・ぺ轡Σ
』．－vD瀧〆．．ご，・「〕．’…≡
1．．、　㌔
　　　’　　　ダユ　‘．・二、　・『1ご爪
　　　　‘1L@、括
ヒ
　　　　ド杉ご卓，ニヘト，w・
’1 @“芸
　　　　ノ　　　　　　ドな・’＼ ﾖsべ・z×ゾ▽’，㌻×：．ぐぺ菩4・1ご丁
，　、　　　」宴「ヒ　r　　、　　 ／
軍：、
：二　．1ア．．．ト．1
　　　ツ§撰《ジ
1＿Q1ﾉ一
鈴．Ll．｝ミぴ∴、ぺ：：パ．素二
［－ 窒s－「一…．」．．．「三’ご若，一お．・三二□⊃1．三ぶ二『汀．
　　　　　　　　　　 ロ　　・1烈汗1．［．rン．詣㌘：1・．．キ・．1∵「⊆
憲
∴鷺一ぐ
　ヨ　サぐ一一一」 塔ﾄ＝
一一・f　z’　．　　　ノL　／
一1一
・．A．．⑨゜．ザ㌔．‘・）°°・“へ・・°・．’．．●・・）°◆．●●、●．．・・A…㌔’句．●・°》句．．・・
｛
〈
〈
～
》
～
〈
～
）
～
〉
》
～
〈
～
）
～
｛
～
）
目 次
・第二集刊行にあたって
　　教育長山西貞夫…
・国指定家屋（建造物）　・…・
・町指定文化財
　聖徳太子、来迎阿弥陀・…
　来迎阿弥陀三尊（絵画）…
　郷倉（建造物）一・・・・…
　考古資料（埋蔵遺物）・…
3
4
5
6
8
　　　　　　　　　　　　　10
　屋敷絵図（絵画）・一・・…　12
　新田開発資料（古文書）…　14
　印信（古文書）、不動明王光背
　　　　　　　　　　…　－　16
・あとがき　　　　　　一・－18
；
》
｛
≦
‘
≧
ミ
≦
≧
≧
…
≦
≧
）
｛
雲
≧
）
｛
室
’．、、、・．．．A甫鯵・．4♂θ4‘、、、・．．．．へ‘■・．．’・‘…　∨‘．・・．、■4・・．A‘．・・．’・・も．・、
（表紙は屋敷絵図）
一2一
第二集刊行にあたつて
　金井町教育委員会は文化財調査審議委員会の答申を得て昭和45年4月1日
付で7件、次いで昭和47年2月1日付で2件を町の文化財として指定した。
これらの文化財の調査報告書は、「金井の文化財J第一集として昭和48年2
月に刊行し、町民各位並びに関係方面に配布し報告した。
　その後5年、町文化財調査審議委員各位はこの間においても絶えず調査研究
活動を続けられ10件の文化財を町指定とするよう答申されたので、教育委員
会は更にこれに検討を加え、昭和51年2月10日10件のうち7件を新たに
町文化財として指定し、これを公示した。今回「金井の文化財」第二集として
これを印刷に付し広く町民各位に新指定文化財の内容と、これが文化的・学術
的価値の概要をご理解願うため頒布することにした。
　この報告書を通じて、町民各位が文化財に対する理解と認識を深められるよ
う希望すると共に、町民の精神的財産である文化財を愛護・保存しようという
意識が高まるならば幸甚の至りである。
　なお、これまで色々の困難な条件を克服され、文化財の調査と研究に：努力さ
れた調査審議委員及び事務局員のご苦労に対し厚くお礼申しあげ、発刊のこと
ばとする。
　　　　昭和52年1月
　　　　　　　　　　　　金井町教育委員会
　　　　　　　　　　　　　　　教育長　　山　　西　　貞　　夫
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国指定　　重要文化財
　　　北条家住宅　壱棟
　　　　所在地　　　金井町大字泉乙33番地
　　　　所有者　　北　　条　　フ　　ジ
　　　　管理者　　　　同　　上
　　　昭和51年国指定　　建造物
　北条家の祖先は丹波国の出身で、寛文3年（i663）直訴の罪により佐渡
へ流され、元禄8年（1695）赦免後当地に庄み付いたと伝えている。以来、
代々道益を名乗り、医を業としてきた。住宅の建築年代にっいては、資料がな
く明らかでないが、手法からみると18世紀後半と考えられる。
　桁行16．6皿、梁間10．1m、寄棟造、茅葺で、南正面と西側面に桟瓦葺の
庇を設ける。現在の庇は後設されたものであるが、正面の庇はもとからあったと
思われる。
　構造は梁間4間に、牛梁を挾んで二重梁を架け、梁上には真東と小屋束を立
てて貫で固め、叉首を組む。柱は総体に細く、側柱と内部柱の差が少ない。柱
間寸法は畳長さ5．85尺を基準として決めているようである。
　平面は桁行9間のうち、西寄り2間半を土間とし、後方には床板を張る。床
上部は喰違い4間取りの上手に2室を加えた形式で、桁行6間半のうち土間寄
り3間が「おいえ1と「なんど」、つぎ2間が「なかのま」　「ざしき」、一番
上手が6畳室と縁付の4畳室となる。座敷には床、仏壇を設け、天井は「なん
ど」を根太天井とするほかは、’各室とも竿縁天井を張る。
　この住宅は新潟県下でも越後の民家に比べて木柄が細く、座敷回りには洗練
された感がある。佐渡地方を代表する遺例であり、保存はきわめてよい。
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画 61．5cm×28．2cm像高　38cm
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画89．9㎝×39㎝　像高43．8㎝ 画91．8㎝×34．4cm像高14．5cm
　　　　左右14．5cm
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（町指定文化財）
聖徳太子絵像来迎阿弥陀絵像
来迎阿弥陀三尊絵像
所在地　　金井町大字中興乙1371番地
所有者　　宗教法人浄土真宗本間山西蓮寺
管理者
指　定
　　代表者　　本
同　　　上
昭和51年2月
聖徳太子絵像
孝養太子像という形式の絵像である。
間
絵
チ　エ　ノ
画
　この絵像は、上部にすだれ幕があり、衣や紐類にはあざやかな朱色が多量に
使われている。これは、古い時代の太子絵像の特色である。本願寺8世i蓮如以
降に本願寺が下付する太子絵像と、はつきり区別できる。
　古い時代のものでありながら、画材は絹でなく紙に描いてあることもめずら
しい。
来迎阿弥陀絵像
　阿弥陀来迎図は、平安時代中期以降の浄土教の発展にともなつて、数多く作
製されるようになった。
　蓮如以降の本願寺系の阿弥陀絵像（方便法身像）が、蓮の花の蓮台の上に立
ち48本の後光に統一されるのに対して、この画像は、後光が15本で雲に乗
つている点に大きな特徴がある。
来迎阿弥陀三尊絵像
　中央が本尊阿弥陀如来、向って左は観世音菩薩、右は勢至菩薩で3尊形式で
あり、雲に乗つた来迎図である。
　この画像の十三光仏とか前述の十五光仏とかの形式は、本願寺5世緯如の頃
の北陸教団の本尊に多い。しかしこの画像は、もともとは古い天台時宗系の浄
土信仰の本尊と思われる。
　ここにあげた三絵像は、ともに西蓮寺に現存する古本尊のうちでも、最も古
い時期のもので、南北朝期（14世紀中頃）のものである。
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（町指定文化財）
郷 ム眉
所在地
所有者
管理者
指　定
金井町大字泉375番地
金井町立歴史民俗資料館敷地内
金井町
金井町教育委員会
昭和51年2月　　建造物
　郷倉は、江戸時代に年貢を入れた蔵をいう。
いっ成立したかは明らかではないが、元禄4年の記録に見え、元禄7年（1694）
には、島内に96ケ所の郷倉があった。佐渡全体の村数は、約240ケ村であ
るから、かならずしも一つの村に一っ置かれていたわけではない。
　百姓は定められ1た日に・郷倉へ年貢米を納める。郷倉の庭では、目付・地方
役人が相川からきて役人の見守るなかで名主、米見、斗捧立合で米をはかり、
中札をつけて納めさせる。更に必要に応じて相川・夷・大石・河原田の蔵に納
めさせた。
　町内の郷倉は、天保年間（1830～1844）に、吉井本郷・水渡田・船　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
津・貝塚・新保・本屋敷・上中興・－F中興・和泉の9ケ所に置かれていた。
　　　　　　　　　指定の郷倉は、もと上横山村（村高680石）の郷倉であったが、明治年間
に個人の所有に帰し、納屋として利用されていた。この度不要となったため、
当町へ寄付されたものである。移転の際、補修を加えたが柱など多くは以前か
らのものが使われている。現存する郷倉は稀であり、貴重な存在である。
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寄贈者　　金井町大字中興830番地
　　　鈴　木　三　次　　明治35年8月28日生
一10一
（町指定文化財）
考古資料
所在地
所有者
管理者
指　　定
金井町大字泉375番地
金井町立歴史民俗資料館内
金井町
金井町教育委員会
昭和51年2月　　埋蔵遺物
　鈴木三次氏からこの度寄贈された考古遺物は、金井町を始めとし、島内各地か
ら収集された埋蔵遺物の全部である。信仰の対象である縄文時代の石捧、弥生時
代の勾玉、生活用具としての石斧、石鎌・漁携用の錘などの石器類、弥生時代の
農耕用木器類、各時代の各種土器類（墨書を含む）などである。
　これらの遺物は、単に金井町ばかりでなく、佐渡島民にとって、原始・古代史
の解明になくてはならない貴重な遺物ばかりである。
　鈴木三次氏が採訪し、遺物を収集された遺跡は41ケ所、寄贈された遺物は、
土　　器　　類
　縄文式土器片692点、弥生式土器片620点、土師器及び片115点、須恵
器及び片131点、その他に陶馬（馬の首形）に焼いたもの・土錘などの完形品
を含む遺物30点、合せて1，588点。
　石　　器　　類
　石捧・石剣・石皿・敲石・石斧・石錘など74点、石嫉488点、石錐37点、
玉作関係では石鋸・管玉などの完成品及未製品など333点、有孔円板6点、合
せて938点、剥片は実に3．864点に達する。
　そ　　の　　他
　獣骨製装飾品・鉄製品・貝類・木器類・植物遺物など合せて57点。
総計6，447点となっている。
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難画縦30㎝横48㎝
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（町指定文化財）
屋敷絵図
所在地
所有者
管理者
指　　定
金井町大字中興乙799の1番地
木村九右工門
同　　　上
昭和51年2月 絵　　　画
　この屋敷（館）絵図を見ると、太い黒線で土塁を描き、30本ほどの樹木が
あしらわれ、外側の堀は薄墨で描いてある。いわゆる環濠屋敷の姿である。
　とくに注目すべきは土塁及び堀の東北隅が内側に凹んでいることである。鬼
門除けの観念から意識的に欠かしたのであろう。
　南側の土塁の中央部に正門が、北側には裏門がある。内部には、向唐破風の
中門があり、その西隣りには、草ぶき寄棟の母屋と板ぶきの中門がみられる。
向唐破風中門造の建築物を描き得ず、2棟に描いたものであろう。こうした中
門造の住居は、鎌倉時代からの武家住宅の形態であり、この絵図の建物を戦国
時代のものとみて、武家造の形態が引きつがれてきたものと考える。村殿が百
姓出身者でありながら、地頭の代官として武家待遇を受けていたことがわかる。
　木村氏宅地は「城の内」という地名をもち、現在もわずかに堀跡などを残し
ていることからみて、戦国時代の名主の屋敷跡、すなわち藤津村の館跡とみら
れるわけである。
　現在、佐渡の民家の中には中門造がみられないが、中世末の佐渡の土豪層の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●屋敷にこのような中門造が存在したことが、この絵図によつて確認されるわけ
で貴重な資料である。
　絵図の中に「本地、清水者、口昔明応年中大早魅の時・・…　　」と書きこ
まれた文面からみて、明応年間（1492～1501）を大部下る時期の屋敷
のようすと考えられる。
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（町指定文化財）
新田開発資料 （絵画を含む32点）
　　所在地　　金井町大字貝塚845番地
　　所有者　　石　井　治　　作
　　管理者　　同　　　上
　　指　定　昭和51年2月　古文書（絵図を含む）
　貝塚石井家には、江戸前期から後期にいたる一連の用水史料が保存されてい
る。
　寛文元年（1661）佐渡奉行御手洗四郎兵衛は、佐渡地役人が小禄で生計
困難なことを理由に、幕府へ願い出て、地役人が空閑荒地を新開して田地を持
っことを許した。地役人、内藤兵右衛門・萩野平太夫の両人は、相川役所に勤
務しながら、貝塚には田屋とよばれる広壮な下屋敷を持ち、手代を置いて空閑
蕪地を新開し、経営管理をした。実際に耕作に従事したのは、貝塚百姓の二・
三男であった。
　貝塚村のこの一帯がこのころまで開かれなかったのは、水利の関係からであ
った。内藤・萩野両人は、貝塚の原野に、耕保川夏渡り堰を開いた。一般には、
殿江という。
　こうして開かれた貝塚新田は、一般の新田とは非常に性格を異にしている。
旧来の用水堰より上手に堰を設け、堰落しにのぼらなくても引き水が認められ
た。そこには役人の権威が感じられる。けれども、たとえ原野であつても貝塚
の村人の用水権を犯したし、渇水期ともなれば、他の新保川水系の諸堰からも
迷惑がられた。境界論争や水論は絶えなかった。
　「新田大絵図」は貝塚村と、内藤・萩野両人との境界論争を決定したもので
ある。また、他の水利関係史科は殿江と他の江筋とのかかわりあいを示している。
いずれにしても、石井家文書は、武士が農村に新田を開き、経営したことを示
す一っの貴重な史料である。
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（町指定文化財）
印　 信　　33通
不動明王光背
所在地
所有者
管理者
指　定
金井町大字吉井本郷485番地
宗教法人真言宗功徳山大聖院
　　代表者　　臼　　杵　　快　　隆
同　　上
昭和51年2月　　古文書、彫刻
れ否誤㍊一縫鍍棲
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印　　信
　印信とは、お寺の法脈を示す資料で宗教資料として重視される。
　大聖院は、かつては下野国小股の鶏足寺末であった。当寺には、古い時代か
らの印信がある。
嘉吉　2年（1442）俊海→俊慶天文11年（1542）賢定→賢良
年　　不　　詳　　俊慶→澄恵 〃　16年（1547）増弁→宥鏡
明応　3年（1494）澄恵→俊尊〃　20年（1551）慶雄→宥鏡
文亀　2年（1502）澄恵→俊聴〃　23年（1554）頂俊→快英
永正12年（1515）空日→幸性弘治　2年（1556）俊聴→尊陽
〃　15年（1518）憲勝→幸性〃　　4年（1558）賢円→良尊
〃　18年（1521）尭栄→耀慶永禄　5年（1562）宥真→宥翁
大永　5年（1525）長快→賢高〃　　8年（1565）宥順→
〃　　6年（1526）円禅→禅翁慶長　7年（1602）慶弁→宥尊
享禄　2年（1529）聖順→聖慶〃　　　　（　〃　　）慶弁→宥円
天文　9年（1540）賢高→ 以下略
　これらの印信によって、従来明らかでなかった醍醐三宝院流の教線が、永正
期に当地にのびていることがわかる。なお、写しではあるが・14世紀はじめ
の松橋流の印信がある。古くなった印信を写し直したものであろうが、こうし
たものが存在することによつて、松橋流の教線が佐渡に入つていることもわか
る。さらに明徳5年（1394）の神事次第（天文の写し）も重要である。
不動明王光背
　大聖院は、永禄6年（1563）に焼失した。
　その後、宥順の代に再興されたがその時、一透斎というものが不動明王を刻
んだ。光背には、
　　宥順大聖院代再興一透斎為寄進作之
　　永禄六年癸亥三月廿八日成就畢
とある。一透斎は、室町時代後期の佐渡にあつて・能面っくりの師匠であった
との伝承が各地に残されている。その一透斎が、この銘文の一透斎を示すと考
えてよい。
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あ と が き
　昭和48年2月、第1集刊行以後も私共金井町文化財調査審議委員一同は、
調査研究活動を続け、第三次答申として10件を教育委員会に提出した。
　今回、教育委員会において検討の結果、そのうち7件を町指定として公示し、
これを「金井の文化財」第2集として刊行し、町民各位のお手元に届けること
になつた。
　本書を通じて何卒金井町の精神的財産である文化財についてご理解を深めら
れると共に、今後の調査・研究活動に更にご協力を賜りますようお願い申しあ
げ、後記とする。
　　昭和52年1月
金井町文化財調査審議委員会
　　　委員長小林貞治
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第四次調査審議委員
委員長
〃
〃
〃
〃
小林貞治
計良春野
中村　諦
小　林治右工門
田中圭一
副委員長
〃
〃
〃
〃
児玉卯一郎
中川喜代治
本間建一郎
児玉信雄
三　　月1　　義　　貝1J
第五次調査審議委員
委員長
〃
〃
〃
〃
小林貞治
計良春野
田中圭一
中村　諦
小菅徹也
副委員長
〃
〃
〃
〃
児玉卯一郎
中川喜代治
本間建一郎
児玉信雄
三川義則
説明担当　　田中圭一　 児玉信雄
　　　　山　本　　　仁　　　中　川　喜代治
小菅徹也
編集担当　　渡辺正治　 関根宣昭
写真担当　　北見勇雄　 高橋元輔
監　修　　田中圭一　 中川喜代治
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金井の文化財
第二集
編集
発　行
印　刷
新潟県金井町教育委員会
　　　同　　　上
佐和田町東大通り
　佐渡中央印刷所
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